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f(i)-＼Jトj), I(din)-I(i), ∑ I(i)-1･3'-k+1
このとき､出力確率p.ut(i)はすべて等しくなる｡


























































































































































































































































































等式が成り立つ｡? ? ??? ? ?????? ?
?? ?? [1+4pIP2Jト exp(-D2)]lnl1+ 1-4pIP2CXp(-D2)]
















































;[1-(D/Jf)]≧pmin(α),-;[1-碑 司 ･ (99)
ここで､上限はホモダイン検波における平均誤り確率である｡また､err(Ⅹ)は誤差
関数である｡
7 最後に
以上では量子情報理論の中で､信号検出過程に関する最近の研究結果について
報告した｡より詳細な解析は文献 【12-16】を参照されたい｡また､量子情報理論全
般に関しては国際会議報告 【1,2ト 最新の研究結果に関してはLosAlamos国立研
究所のarchives(http://㍊Ⅹ.lanl.gov)等を参考にされたい｡
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